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改めて、基本から。

　JR 秋葉原駅電気街口を含め、いわゆる「秋葉原電気街」
は住所上は「千代田区外神田」に所在します。また、千代
田区には「秋葉原」という住所は存在せず、住所としての「秋
葉原」は台東区に存在しますが、ここへの居住は極めて困
難です。
　秋葉原電気街の最寄駅は JR 秋葉原駅ですが、地下鉄「秋
葉原」駅は電気街とはやや離れており、むしろ「末広町」
駅が便利です。
　秋葉原という地に対して「土地勘」があれば当たり前の
ことであっても、知らない人は意外に知らないような事柄
も多々あるものです。
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おことわり
　本書の内容は個人的な興味による調査に基づ
いており、100% の正確さを保証するものではあ
りません。入稿時点 (2012 年 7 月下旬 ) で判明
している可能な限り最新の情報となるようにし
ておりますが、入稿後の状況の変化も起こり得
ます。賃料・物件価格につきましては参考とし
て掲載しておりますが、この賃料・価格を保証
するものではありません。内容の事実関係につ
きましては必要に応じ公式な情報をご確認願い
ます。本書の利用により損害を受けた場合にも、
発行サークル及び執筆者は一切の責任を負わな
いものとします。
　本書の執筆者は秋葉原の一住人であり、千代
田区等各区役所、　不動産関係業者、不動産情報
提供業者等とは関係ありません。本書の内容に
つきましては上記機関、各町会、TMO、及びマ
ンション管理組合との直接の関係は一切ありま
せん。
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　「秋葉に住む」では秋葉原電気街及びその周辺への居住について紹介していますが、記事の中で当たり前の
ように使われる地名や固有名詞、用語などが多々あります。これらの固有名詞の中には秋葉原についての土地
勘が無いと、なかなか判らない語もあるかと思われます。
　今回の特集では「秋葉に住む」で頻繁に用いられる地名、固有名詞、その他用語などについて解説します。
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